
新宿小３年生（６５名）による「市野川探検隊」と、「五感による川の好感度チェック」調査結果 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真１．新宿小学校３年生の「市野川探検隊」。

トラロープ布設は、増水による探検活動範囲を

制限し、スタッフによる安全見守り用に実施。 
【吉見百穴・松山城跡前の市野川河原にて、 
    県道 27 号市の川橋より上流側を撮影】

写真２．前日より仕掛けた、モンドリ網３個、 
簡易仕掛け網５個を全員で回収し、生き物を大型

水槽へ。 

写真３．モンドリ網や仕掛け網の生き物を回収

し、大型水槽へ。バットの中は、モクズガニ、ザ

リガニ、テナガエビ、水生昆虫（幼虫）等。 

写真５．観察用水槽のスゴモロコの接写。 
タモロコ、モツゴ、ヨシノボリ、シマドジョウ、

外来種ではブルーギルが多く採集された。 

写真４．大型水槽から、種類ごとに観察用水槽 
に移して魚類図鑑下敷きと照合、名前を覚える。

 



  

    
 
 
 
  
 
 

   
 
 
 
  

               埼玉県水環境課による川の好感度グラフ（子供版） 
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写真６．児童達が掬った生き物は、ザリガニ、 
テナガエビ、オタマジャクシ、スジエビ、水生

昆虫（トンボ幼虫）等。 

写真７．水辺の探検・観察会を終えて、堤防の 
階段で、アンケート調査表に「五感」で感じ取っ

たことを記入。 


